
石狩新港バイオマス発電所
B側燃料受入設備爆発・火災事故

第２２回電気設備自然災害等対策WG

２０２４年１２月１９日

石狩バイオエナジー合同会社

1

資 料 2



事故調査委員会体制

【委員長】
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技術本部環境技術ｸﾞﾙｰﾌﾟ長

（燃料及び粉体技術）

九電みらいｴﾅｼﾞｰ ﾊﾞｲｵﾏｽ事業部長（技術管理）
ﾊﾞｲｵﾏｽ事業部副長（同上）

丸の内ｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬｰ 投資本部 ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ
（経営管理支援）

ｼﾝｴﾈﾙｷﾞｰ開発 事業開発本部長（建設時のPM）

【委 員（社外）】
東洋ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ PM  
栗本鐵工所本部長
日本通運 課長
名古屋大学未来材料・ｼｽﾃﾑ研究所教授
中部電力再生可能エネルギーカンパニー
プロジェクト推進部バイオマス・地熱グループ

【オブザーバー】
経済産業省北海道産業保安監督部

電力安全課
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発電設備の概要

○ 燃料はバイオマス燃料（木質ペレット、PKS）の2種類を使用している。

○ 燃料はトラックから荷卸し後、２系統（Ａ／Ｂ）ある受入設備の各受入
ホッパからコンベヤで搬送して燃料貯留槽へ投入する。

燃 料 受 入 設 備

ボイラーへ

受入建屋

貯 留 槽
（サイロ）

受 入
ホッパ

ダンプトラック

受入コンベヤ

マグネット
セパレータ

受
入
バ
ケ
ッ
ト
エ
レ
ベ
ー
タ

貯留槽供給コンベヤ

地下部

地上部
貯留槽排出コンベヤ

払出機
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ボイラーへ

受入建屋

バーナー

貯 留 槽
（サイロ）

受入
ホッパ

ダンプトラック

受入コンベヤ

マグネット
セパレータ

受
入
バ
ケ
ッ
ト
エ
レ
ベ
ー
タ

貯留槽供給コンベヤ

地下部

地上部
貯留槽排出コンベヤ

払出機

事故発生時の状況
2024年7月19日(金)
・ 8：00 木質ペレット受入開始

（7：30～ 受入設備運転中）
・ 9：31 事故発生
受入設備Ａ・Bで燃料受入中
受入設備Ｂﾊﾞｹｯﾄｴﾚﾍﾞｰﾀで爆発発生
受入設備Ｂ上屋で爆発発生
ダンプトラック誘導員１名が負傷

・  9：45 消防放水開始
・19：55 鎮火確認

2024年7月20日（土）
・ 3：17 ボイラー消火

〇 現地調査から着火場所は外装板の損傷が激しい受入設備Ｂバケットエレベータ下部と推定される。
〇 爆発事象はバイオマス燃料による粉じん爆発と推定される。
〇 燃料受入設備Ｂ上屋及びＢバケットエレベータで損傷が認められた。
〇 爆発・火災により、作業員1名が火傷による重症を負った。

燃 料 受 入 設 備

Bﾊﾞｹｯﾄｴﾚﾍﾞｰﾀ下部外装板の損傷状況

1次爆発

事故の概要

受入設備B上屋の損傷状況 Bﾊﾞｹｯﾄｴﾚﾍﾞｰﾀ外装板の損傷状況

2次爆発
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調査結果から推察される爆発のメカニズムの概要

地上

地下

受入ホッパB2 受入ホッパB1

受入ホッパ
払出機B2

受入ホッパ
払出機B1

受入コンベヤ

マグネットセパレータ

受入ホッパ
集じん器

受入バケット
エレベータ

貯留槽供給コンベヤ
集じん器

貯留槽供給コンベヤ

回収BOX

地
下
部

 9
m

地
上
部

 ≒
5
0
m

地下換気

上屋内空間の２次爆発経路

受入ｺﾝﾍﾞﾔ外装板内の爆発経路
5

戻し粉じん

着火乗り継ぎ
 粉化

集じん器配管の閉塞

ベンドローラ摩擦
熱で着火

粉じん濃度上昇
●集じん器からの戻し
粉じんによる粉塵
濃度の上昇

●集じん器配管閉塞に
よる粉じん濃度の
上昇

●ﾊﾞｹｯﾄｴﾚﾍﾞｰﾀ下部
乗り継ぎ部での粉化
による濃度の上昇

２次爆発発生

爆風による堆積粉じん巻き上げ

１次爆発発生

ベンドローラ

１次爆発

２次爆発

※爆発経路は図のように２通りが考えられる。

集じん器配管の閉塞

集じん器配管の閉塞状況 5
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③集じん器配管閉塞による粉
じん濃度の上昇

①ベンドローラの軸と外装板
の接触による摩擦熱

※7ページ参照

※9ページ参照

粉
じ
ん
源

着
火
源

②集じん器からの戻し粉じんに
よる粉じん濃度の上昇

1
次
爆
発

爆風
・

火炎
伝播

２
次
爆
発

④バケットエレベータ下部乗り
継ぎ部での粉化による粉じ
ん濃度の上昇

今回の爆発は複合的な要因が重なったことで発生

6

調査結果から推察される爆発のメカニズムの概要

⑤受入ホッパ飛散防止シート上の堆積粉じん



【①破 損】 ベアリング破損
 （原因は、異物の侵入やグリス不足が想定される。）

【②破 損】 グランドパッキン押えの破損

【③接触摩擦】 軸と外装板が接触し、金属摩擦熱が発生

【④粉じん爆発】以下のいずれかの原因により発生
(1) 付着した木質粉じんが発火 (一般的な発火点：260℃以上)
(2) 木質浮遊粉じん自体が発火  (一般的な発火点：470℃以上)
※ (1)発生後に(2)が起きたと推定される。

破損・爆発の流れ

ベンドローラ接触痕

摩耗

焦げ跡

軸 外装板

バケットエレベータ下部構造図（内部）

摩耗部

1次爆発要因：着火源 ①ベンドローラの軸と外装板の接触による摩擦熱
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グランドパッキン押え

ベアリング

軸

浮遊粉じん

付着した木質粉じん

外装板

①
②

③

④(2)

④(1)

ベンドローラ

テールプーリー

受入コンベアより
木質ペレット搬送

バケット

接触・摩耗部

ベルト



①ベアリング破損 ②グランドパッキン押え破損

④(1)堆積粉じん発火③軸と外装板の接触による発熱

破 損 破 損

接触・発熱

発 火

④(2)浮遊粉じんへ伝播（爆発）

伝播

通常運転
ベアリング

グランドパッキン押え

軸

浮遊粉じん

付着した木質粉じん

外装板

ベンドローラ破損から粉じん爆発までのメカニズムは下記の通り。

付着した木質粉じん

【参考】 1次爆発要因：着火源 ①ベンドローラの軸と外装板の接触による摩擦熱

石狩バイオエナジー合同会社
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受入ホッパフード

受入コンベヤ

受入コンベヤ外装板内
の２次爆発経路

受入設備Ａ 飛散防止シート

堆積粉じんの膨らみ

上屋内空間の２次爆発経路

9

２次爆発

２次爆発要因：粉じん源 ⑤受入ホッパ飛散防止シート上の堆積粉じん

石狩バイオエナジー合同会社

▽GL±
０

・飛散防止シートの上に堆積していた
粉じんが１次爆発の爆風により飛散
し、２次爆発に至ったと考えられる。
・爆発経路は図のように２通りが考え
られる。 堆積粉じん

※他に清掃できていなかった粉じん
堆積箇所がないことは確認済み
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再発防止対策まとめ
要 因 事 象

1
次
爆
発

着火源
・ベンドローラの軸と外装板の接触に
よる摩擦熱

粉じん濃度
増 加

・戻し粉じんをバケットエレベータ
の手前で投入
・集じん器配管が閉塞し粉じん濃度が
上昇
・バケットエレベータ下部乗り継ぎ部で
の粉化

2
次
爆
発

粉じん堆積
・受入ホッパ飛散防止シート上に
粉じんが堆積

対 策 案

・ベンドローラ軸受箱の仕様を見直し、軸受の防じん力強化を図る。
・ベンドローラ軸受へ温度計を設置し、不具合の早期発見に努める。 （12ページ参照）

・捕集粉じんの回収先方法を系統回収から系統外排出へ変更し、受入設備内の
粉じん濃度低下を図る。 （13ページ参照）
・集じん器配管に点検口及び作業床を設置し、定期的な清掃※を実施する。
・集じん器配管に配管閉塞検出装置を設置し、不具合の早期発見に努める。
・バケットエレベータの速度を低減させ、木質ペレットの粉化率を軽減させる。
・粉じん濃度が高いバケットエレベータ下部乗り継ぎ部に新たな集じん口を設置し濃度低減を図る。

（14ページ参照）
・バケットエレベータに爆発抑制装置を設置して一次爆発を抑止する。

・受入ホッパの飛散防止シートを鋼板製へ変更し清掃性向上を図る。
・上屋と受入ホッパフードの隙間の気密性を向上させ、上屋内への粉じん侵入防止を図る。

（15ページ参照）
・上屋に爆発力放散口を設置し、受入ホッパ側の爆風を緩和させる。

〇 設備（ハード的対策）

〇 運用（ソフト的対策）

項 目 対 策 案

安全対策

・IT機器を活用した受入誘導員の無人化を実施し、設備から離れた安全な位置に監視員を新たに配置する。
・以下について、保安規程に紐づいた文書を新たに定める。
1)燃料受入設備の運用・管理の要領（上記「※定期的な清掃」における場所や方法等を含めた各種手順書の作成・見直し）
2)出資者・主任技術者の役割
・上記で定めた要領書、手順書について定期的に内容を確認し、都度見直しを行う。
・発電所従事者への定期的な安全教育を実施する。（類似災害事例紹介等含む）
・出資者含めた危機管理体制の見直しを行う。
・定期的な事故対応訓練を実施し、事故時の体制や初動対応、緊急連絡網等の確認を行う。

上記５つの安全対策に加え、形骸化防止対策として以下の項目を実施する。
・出資者および発電所による定期的な安全パトロールを実施する。
・外部講師による発電所従事者へ安全教育を実施する。 10



再発防止対策案 全体

地上

地下

受入ホッパB2 受入ホッパB1

受入ホッパ
払出機B2

受入ホッパ
払出機B1

受入コンベヤ

マグネットセパレータ

受入ホッパ
集じん器

受入バケット
エレベータ 貯留槽供給コンベヤ

集じん器

貯留槽供給コンベヤ

回収BOX

地
下
部

 9
m

地
上
部

 ≒
5
0
m

⑧ﾊﾞｹｯﾄｴﾚﾍﾞｰﾀ速度を落とし
て粉化量を低減

③閉塞検出装置の追設
④点検口と作業床を追設して清掃性向上
⑤定期的な清掃を考慮した点検手順書を作成

⑥捕集粉じん
 の系外化

⑨受入ホッパフードと上
屋の機密性を確保し
粉じんの侵入を防止

清掃しやすい構造に変更
①飛散防止シートを鋼板製の天板に変更
②作業床の追設

⑦集じん口を追設
し集じん力を増強

①ﾍﾞﾝﾄﾞﾛｰﾗ軸受箱仕様の
変更（防じん力強化）

②軸受への温度計の追設
③点検手順書の作成

青字：粉じん源対策
赤字：着火源対策
緑字：人身事故対策

①爆発力放散口を設置
し、爆発力を低減

②受入誘導員を
無人化

石狩バイオエナジー合同会社
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③爆発抑制装置を設置して
粉じん爆発を抑止



ベアリング軸受内へ侵入する粉じんを防ぐため、防じん力を強化した軸受け箱仕様にする。

軸

外装板

ベアリング

軸受箱

粉じん侵入
既設品

軸受の不具合を早期発見するため、ベンドローラ軸受へ温度計を設置し、異常時は中央操作室へ発報させる。

中央操作室に発報

変更品

軸受箱

シールパッキン

温度計

【再発防止策】 着火源（ベンドローラ）

石狩バイオエナジー合同会社
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ベンドローラの軸と外装板の接触はベアリング破損の起点となったことから、以下の対策を実施する。

対策：ベンドローラ軸受箱の仕様変更（防じん力強化）

対策：軸受に温度計を追設
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【再発防止策】 粉じん源（集じん器からの戻し粉じん）

バケットエレベータの粉じん量を低減するため、以下の対策を実施する。

対策：捕集粉じんの系外化

系外排出イメージ

集じん器で捕集した粉じんを系内（コンベヤ）に回収していたため、排出先を系外へ変更することで
バケットエレベータ内の粉じん濃度低減を図る。

対策後

集じん

フレコンバック

粉じん濃度上昇

集じん器

コンベヤ

系外へ排出

ファン

現 状

集じん器

捕集した粉じんを
系内へ回収

集じん

コンベヤ

空気 空気

ファン
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【再発防止策】 粉じん源（バケットエレベータ下部乗り継ぎ部での粉化 ）

対策１：下部集じん口を設置して粉
じんを吸引

対策２：バケットエレベータ速度を下
げて粉化を低減

バケットエレベータ下部に集じん口、吸気口を設けて
吸引することで粉じん量を低減させる。

※集じん器は増設する

速度を下げることで、受入コンベヤから落下する際のバ
ケットとの衝突による粉化量を低減させる。

※速度20%低減を目標に実施予定

集じん器

バケットエレ
ベータ下部

集じん口

吸気口

バケットエレ
ベータ速度
の低減

吸気と集じんのイメージ 石狩バイオエナジー合同会社

粉じんが発生しやすいバケットエレベータ下部の粉じん濃度を下げるため、以下の対策を実施する。



【再発防止策】粉じん源（受入ホッパ飛散防止シート上の堆積粉じん）
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受入ホッパフードと飛散防止シートの
隙間を塞ぐ。

鋼板製の天板に変更する。

作業床を設置する。
石狩バイオエナジー合同会社

上屋内への粉じんの流入および堆積を防止するため、以下の対策を実施する。

飛散防止シートを鋼板製の天板にして清掃性の向上
を図る。

対策 ：上屋内への粉じん侵入を防止

受入ホッパフードと上屋の隙間を塞ぎ、気密性を向上
させることで粉じんの上屋への侵入を防止する。

対策 ：清掃しやすい構造への変更

作業床を設置することで清掃しやすい構造へ変更
する。



バック時の誘導用カラーコーン設置

クラウドカメラ設置

荷下しはカメラと
電光表示器により
運転手が実施

車の窓を開けない

 車外に出ない

設備運転中は人は

絶対に近づかない

爆発力放散口設置

【再発防止策】 人身・予防・防護

レベル信号

カメラ映像信号

電光表示器

のイメージ

タブレットの

イメージ

★誘導員を置かず離れた安全な位置に監視員を置き、無線機で運転手や中央操作室と情報連絡を行う。

★運転手と監視員はタブレット端末でカメラ画像を確認。トラック停止位置確認と荷下ろし操作を行う。

★運転手の荷下ろしの判断のために、ホッパ内の燃料量に応じて色が変化する電光表示器を設置する。
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・受入誘導員を無人化
・爆発抑制装置を設置し、１次爆発を抑止（＊バケットエレベータ）
・爆発力放散口を設置し、爆発力を低減

対策
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着火源 燃料由来

機械由来

管理由来

自然発熱・発火

摩擦熱

接触火花

発火物の混入

放火

電動機の発熱

静電気

燃料分析では要因となるものは確認できなかった

・サイドローラが錆で固着して回転せず、摩擦痕
があった

・ベンドローラの軸及び外装板が摩耗していた
・グランド押え部の塗装に変色があった

・ベルト蛇行による外装板の接触痕は無かった

・金属バケットに変形はあったが、打痕傷は無かった
・着火源となる異物は発見されなかった

・電動機には発熱した痕跡は無かった

・筐体は接地され、接地抵抗も正常であった

・燃料中に発火物（電池やライタ等）は無かった

・監視カメラで不審者及び不審行為は見られなかった

・粉じん等に摩擦帯電が起きる可能性を確認した

要因分析表（着火源）
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低

低

中

高

低

中

低

低

低

・軸受内部への異物の侵入や
グリス不足による破損と推
定されることから、防じん/
防水型の軸受へ型式を変更
する

・潤滑油補給や点検頻度の見
直す

・燃料と直接接触する金属
バケットを樹脂製に変更する

・粉じん源での再発防止策に
より帯電する粉じん量を軽
減する

中

・機内回転部と接触する燃料堆積箇所には、摩擦熱に
よる炭化等の形跡は見られなかった 低

・固着しないよう定期的な
点検清掃を実施する

要 因 点 検 結 果 再発防止策



石狩バイオエナジー合同会社

要因分析表（粉じん源）

粉じん
源

燃料由来

要 因

運用由来

機械由来

粉化し易い

粉化率の上昇

集じん器の不良

粉じん濃度の
上昇

点 検 結 果

清掃不足

集じん能力不足

・機械的耐久性には問題は見られなかった

・船からの受入の取扱いは、特に粉化量を増やすもの
ではなかった

・搬送量は設定値以下であった

・受入ホッパ飛散防止シートの清掃をしていなかった
・構造的にも清掃しにくかった【２次爆発要因】

・機器外部への粉じん飛散防止の観点では十分な集じ
ん能力があったと考えられるが、機器内の粉じん濃
度を十分に下げるものではなかった

・試運転記録より、設計通りの性能が出ていた

・上屋と受入ホッパフードの間に隙間があり、粉じん
が負圧の建屋内に侵入していた【２次爆発要因】

過剰搬送

・集じん器で捕集した粉じんをﾊﾞｹｯﾄｴﾚﾍﾞｰﾀ上流に戻
していたためﾊﾞｹｯﾄｴﾚﾍﾞｰﾀ下部で再浮遊させていた

・ﾊﾞｹｯﾄｴﾚﾍﾞｰﾀ下部での乗り継ぎ部で粉化した

点検不足
・集じん器の配管が閉塞していた
・貯留槽供給ｺﾝﾍﾞﾔ集じん器配管の点検項目が無かっ
た

低

低

低

低

高

高

中

高

中

中

再発防止策

・飛散防止シート部を廃止し
清掃し易い構造へ変更する

・配管の詰りが判断でき、
清掃しやすい構造へ変更
する

・点検要領、頻度等を見直す

粉じん濃度低減対策の実施

・集じん器戻し粉じんを系
外へ排出する

・ﾊﾞｹｯﾄｴﾚﾍﾞｰﾀ下部に集じん
口及び吸気口を追設する

・ﾊﾞｹｯﾄｴﾚﾍﾞｰﾀ回転速度を下
げる

・上屋内に粉じんが侵入し
ないようにする
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人身 設備由来

人的由来

管理由来

ﾊﾞｹｯﾄｴﾚﾍﾞｰﾀ

作業手順の逸脱

不正・近道行為

爆発ﾘｽｸの共有

作業手順の不備

体調不良

誘導員の作業

・ﾊﾞｹｯﾄｴﾚﾍﾞｰﾀ頂部の爆発力放散口が有効に機能
しなかった

・作業手順の逸脱は無かった

・不正・近道行為は無かった

・事故当時の体調不良は無かった

・燃料受入中に受入設備に近接する作業があった

・発電所による粉じん爆発リスクの評価、受入
作業者との共有がなされていなかった

・粉じん爆発回避手順は無かった

要因分析表（人身・予防・防護）

19

高

低

低

低

高

高

高

・爆発安全装置を追加する

・各手順書へ反映する
・定期的な教育の実施、安全パ
トロール及び災害事例等の説
明会を実施する

・作業を無人化・遠隔化する
・誘導員が受入設備に近寄る
作業は、受入作業を止め、
設備を停止する

・手順書へ反映する

受入上屋 ・上屋に爆発力放散口が無く被害を拡大させた 高

安全設備 ・作業員を守る安全設備が無かった 高

危険予知訓練

教育・指導

・粉じん爆発の項目は無かった 高

・粉じん爆発に関する教育は行われていなかった 高

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸの運転 ・ダンプトラック運転者への安全対策が無かった 高

・燃料荷卸し中はキャビンの
窓を開けない・外に出ない 
ルールとし手順書に記載する

・爆発力がダンプトラック側
に作用しない様に受入上屋
に爆発力放散口を追加する

運用由来

保守点検作業
・受入設備の保守点検時は、
受入作業を止め、設備を停
止する

・手順書へ反映する

・燃料受入中は受入設備の点検作業はなかった 中

要 因 点 検 結 果 再発防止策



事故対応スケジュール

２０２４年 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
２０２５年
１月以降

大 工 程

原因調査

対策検討

地元対応

19日 事故発生 10日 第21回電気設備
 自然災害等対策WG

19日 速報提出
北海道産業保安監督部

19日 第1回 事故調査委員会

事故現場調査

バケットエレベータ解体作業上屋撤去

バケットエレベータ調査

23日 立入調査
北海道産業保安監督部

30日 第2回 事故調査委員会

1４日 事故詳報提出
北海道産業保安監督部

1日 第3回 事故調査委員会

26日 第4回 事故調査委員会

19日 第22回電気設備
 自然災害等対策WG

燃料分析

着火源の検証

対策の検討

粉化試験

対策の実施
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事故に関するお詫びとご説明
・市役所
・港管理組合
・地元自治会事務局
・近隣企業（11社）

事故調査・WGのご報告
・市役所
・港管理組合
・地元自治会事務局

原因・対策に関するご説明予定
・市役所・港管理組合
・地元自治会事務局
・近隣企業


	スライド 1: 石狩新港バイオマス発電所 B側燃料受入設備爆発・火災事故
	スライド 2: 事故調査委員会体制
	スライド 3: 発電設備の概要
	スライド 4
	スライド 5: 調査結果から推察される爆発のメカニズムの概要
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20

